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1. はじめに 

メガワット級太陽光発電所（メガソーラー）や

屋根置き太陽光発電システムに用いられている

太陽電池モジュールは屋外で動作している。これ

らの太陽電池モジュールの温度は晴天日には太

陽輻射を受けて 60℃以上になり，標準試験条件の

25℃よりはるかに高い温度になる。したがって，

太陽電池モジュールの屋外性能や正確な発電量

を評価するためには，温度特性を正確に把握する

ことが不可欠である[1]。太陽電池メーカーは商用

太陽電池モジュールの温度特性については，一般

に最大電力(Pmax)の温度特性のみを公開しており，

開放電圧(Voc)などのその他のパラメータの温度特

性は与えられていない。さらに，バックコンタク

ト  (IBC) 型太陽電池，裏面パッシベーション

(PERC)型太陽電池，シリコンヘテロ接合(SHJ)型

太陽電池のような近年開発された高効率結晶シ

リコン太陽電池の高温における温度特性は，まだ

良く分かっていない。 

2. 実験方法 

2 種類の単結晶シリコン(mono-Si)，IBC, 2 種類

の PERC, SHJ, および多結晶シリコン(multi-Si)太

陽電池モジュールの温度特性を調べた。太陽電池

モジュールの電流電圧(I-V)特性は，ソーラーシミ

ュレータ(PVS1222iL, 日清紡)で、光強度 1 kW/m2, 

エアマス 1.5 のパルス光を，モジュール表面に一

様に照射することで測定した。掃引時間は約 100 

ms であり，I-V 特性測定を 5 回繰り返した。屋外

で昇温した後，室内で自然冷却によってモジュー

ル温度が下がる間に，ソーラーシミュレータによ

る I-V 特性測定を行った。モジュール温度は，裏

面に接触させた熱電対を用いて測定した。I-V カ

ーブから温度特性を測定した性能パラメータは，

Pmax，短絡電流(Isc)，Voc, 最大電力での電流(Ipm), 最

大電力での電圧(Vpm), 曲線因子(FF), および発電

効率である。 

3. 実験結果 

図 1に SHJ の Pmaxの温度特性を示す。Pmaxは温

度𝑇に対して線型に減少することが分かる。線型

回帰により SHJ の Pmaxの温度係数は-0.261 (%/℃)

と求められた。IBC, PERC, SHJ 型の高効率結晶シ

リコン太陽電池モジュールに対する Pmax の温度

係数の絶対値は，SHJ における値が最も小さかっ

た。 

4. まとめ 

高効率結晶シリコン太陽電池モジュールの性

能パラメータの温度特性を測定した。5 種類のモ

ジュールの温度係数を求めたところ，SHJ の温度

係数が最も小さいことが分かった。 

Fig. 1. Temperature characteristics of Pmax for SHJ. 
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